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▲ 林 宏美 社長 

世界の衛星企業 
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今回は昨年４月に NEC と東芝の宇宙システ

ム事業部門が統合され、初代社長に就任され、

１年が経ちました林 宏美社長に統合後の課

題、宇宙事業に対する方針などについてお話

を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 本日は、お忙しい中、スペースジャパンレ

ビューのインタビューに時間を割いていただき

ありがとうございます。まず、NEC 東芝スペー

スシステム（株）は、昨年 4 月に発足し、本格

稼動は 10 月からと聞いておりますが、２つの

大きな衛星メーカの衛星製造部門の合併とい

うことで、この間の経緯をお伺いできますでし

ょうか？ 

 

林 日本では宇宙事業はなかなか事業になり

難いと思っていた。また、日本には宇宙事業を

担当する会社が３社では、事業展開が厳しい

状況であった。私は NEC 出身で、かねてから

NEC は通信関係には強かったが、機械関係

は弱い会社であった。宇宙事業が好転しない

以上、将来統合が必要ではないかと見ていた

が、同時期に東芝も同じ事を考えており、波長

がちょうど上手く合った事から、１年半程、統

合の話し合いを行い、昨年４月に合意に達し、

NEC東芝スペースシステム株式会社を設立し

た。 

その後、それぞれでやっている事業の統合化

や組織の整備を６ヶ月の準備期間を設けて行

い、本格稼動が昨年１０月からのスタートとな

りました。結果として日本の国内は衛星２社体
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制となり、健全な競合関係をきちんと築いてお

互いに競っていけばそれなりに対応できるよう

になったと思っています。 

▲ 林社長と鈴木編集委員 

 

－ NEC、東芝ともそれぞれに特長ある衛星

開発メーカであったと思うのですが、それぞれ

の特長をどのようにお考えで、また、今後どの

ように活かし、合併によるシナジー効果を出さ

れようとしていらっしゃいますか？ 

 

林 お互い欠けている部分もあり、強い部分も

ある、しかしながら両社はどちらかと言うとお

互いに補完できる部分がたくさんあり、今まで

手が出せなかった部分が出来るようになり、

総合力が出せるようになったと思っております。

そうでないと合併した意味がないと思っていま

す。 しかしながら、両社は今までに同じように

宇宙事業を進めてきたので、お互いに同じ事

をやっている部分もあり、類似している部分は

リストラも合わせて進めなければ、合併の効

果が出せないと思っています。合併によるシ

ナジー効果を出すと共に、リストラも行い競争

力ある会社としたいと考えています。 

 

－ 昨年には、早速超高速インターネット衛星

WINDS の全体システム担当メーカに選定さ

れていますし、また一方で

は 、 宇 宙 研 の 衛 星 や

OICETS、MDSで培った小

型衛星の分野での実績を

お持ちだと思います。衛星

技術は、衛星通信のみなら

ず、地球観測、宇宙科学の

分野もあり応用目的によっ

ても異なるとは思うのです

が、ヨーロッパのアルファ

バスのような大型化の方向

もありますし、また、小型高

機能化の方向もあるかと思

います。日本としての今後の衛星技術の開発、

発展方向についてはどのようなお考えをお持

ちでしょうか？ 

 

林 あまり、夢を追っかけても現実の事業とい

う点からは厳しいものがあります。過去の財産

は生かしながら、事業を続けていく事を基本に

置きたいと思っておりますが、それに乗っかっ

て新しい領域にそれなりの力を蓄えながら、

打って出られるように、この会社の力を持って

いきたいと思っております。 そういう意味から、

科学衛星の分野は、当社として長い間担当さ

せて頂いており、将来にわたりグローバルな

国際貢献としても重要な分野でもあり、日本の

国としてもきっちり進めてもらいたいと思ってい

ますし、我々としてもきっちり担当させて、貰い

たいと思っています。 次に、超高速インター

ネット衛星WINDSは中小型衛星であり、その

システム纏めは、当社 
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▲ インタビュー中の林社長 
 

として狙っていく方向として、非常に重要な

分野の取り掛かりになると期待しています。

この開発をきっちりと行うことで、新分野に

入っていく足がかりとなりますし、こういう形

のシステム全体を纏めていく分野にも力を

入れて行きたいと思っています。 大型のバ

スは国際競争を考えると中々実力的に難し

い。弊社は中小型衛星を狙っていきたい。そ

の根拠は、世界的な経済情勢もありますし、

宇宙通信、宇宙観測等への適用等、フレキ

シビリティーを考えたときに小型・中型衛星

でのネットワークサービスなど今後はこのク

ラスの衛星の需要が期待できるのではない

かと思っています。 そういうところにコアの

力を入れて進めていく積りです。 

 

－ 文部科学省と総務省が協力して進めてい

る i-SPACEプロジェクトでは、宇宙開発におけ

る IT 化が検討課題となっておりますが、IT 化

も含めて今後の技術開発の進め方について

のお考えをお聞かせください。 

 

林 グローバルな開発ではスピ

ード化が要求されております。ま

た、必ずそういう方向にいくと思っ

ています。 われわれも過去に IT

化を志向して進めてきており、過

去の実績を生かしながら、経験を

織り込みながら進めていく必要が

あると思いますし、必ずその方向

に行くと思っています。 

 

－ 技術開発は、メーカさんご自

身で行う部分も多いと思いますが、

通総研のような国の研究機関に対して期待さ

れるところはどのようなところでしょうか？ 

 

林 非常に難しい時期にきていると思います。

宇宙開発の領域は、国の下支えがないと出来

ない分野だと思っています。規模の問題だけ

ではなく、国としてきっちりとやって頂かないと

先端技術の面で世界に負けてしまうと思いま

す。国として重点的に下支えして頂きたい分

野ではないかと思っています。国の政策として

きっちり政策を決めて進めていただきたい。現

に、総合技術会議の中でもそういう位置付け

がされています。政策として明確にしてほしい。

新しい領域は宇宙実証をきっちりやると言うプ

ログラムを継続的に考えてほしい。継続して引

っ張っていってほしい。例えば過去に日本はミ

リ波通信を他国に先駆けて開発を行いそれな

りの実績をあげて来ました。時間が経ってみ

ると、今では追いつかれたり、追い抜かれたり

しており、こういうところは継続して通総研さん

が先端技術を世界に先駆けて先端プログラム

を進めていってほしい。そういうところにメーカ

も参加して日本として総合的に進めて行く事

が重要ではないかと思います。 
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－ 戦略的技術開発は通総研としても積極的

に進めて行く予定です。 

 

林 メーカとの人的交流もやって協力して進め

るやり方をとって頂きたい。 

 

－ まったく同感です。TAOがそういうことをや

っており、通総研としても推進していきたい。 

 

▲ インタビュー終了後 

－ 衛星製造ビジネスは宇宙開発の中では、

大きく発展してきている分野だと思いますが、

日本は、技術試験衛星の打ち上げ失敗の影

響もあり、欧米諸国から遅れをとっていると思

います。今後のビジネス展開についてどのよ

うにお考えでしょうか？アジア太平洋地域にお

けるパートナーシップ等国際協力についての

展望も合わせてお聞かせ願えますでしょう

か？ 

 
林 基本的には２つあると思います。日本の

中では自在性があり、自前で出来る部分は技

術領域での力をきっちりと持つことが重要だと

思います。そういう分野こそ国策として当然考

える事であると思います。また、日本の企業が

自在性をもって、きっちり宇宙をやっていける

仕組みを作る事も必要だと思います。国の政

策としてしっかりとやっていただく、それが結果

として宇宙産業に携わる企業に対する下支え

になる。その成果が国に利用され、国民に還

元されるという仕組みが無ければいけない。

そういう領域が重要

であると思います。 

また、国際的には海

外の同業他社とのパ

ートナーシップを結

びながら事業を展開

する事が、これから

は益々重要になる。 

弊社でも欧米の企業

との連携も強化して

います。 
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何でもすべて自分のところでやるのではなく、

一番よい選択をグローバルに模索するという、

両面の施策で進めて行くつもりです。 宇宙産

業は他の産業に比べ飛躍的に伸びる分野で

はないので、日本の国内での自在性を産業化

に結び付けていくという基本的な戦略があっ

ていいのではないかと思います。日本の技術

で衛星をやりたいと言う国がアジア諸国の中

にはあり、そういう国に対し重点的に国際協力

という形で、 

Ｇ－Ｇベースでの協力もお願いしながら、我々

も進めていきたいと思っていますし、現に進め

ています。 

 

－ 本日は、お忙しい中いろいろと興味深いご

意見を聞かさせていただき大変ありがとうござ

いました。 

 


